
　より幅広のイスにして、前後間隔を拡張。
●イス幅を480㎜から550㎜に大幅拡大。
　規格品をベースにした特注仕様。
●1階席の前後間隔を900㎜から980～1100㎜に拡張。
●イスの張地を、華やかで品格ある雰囲気を演出する張地色に変更。

　イス幅の拡大に伴い、
　席数を130席減らして、再レイアウト。
●1階席の前後間隔を拡げたことに伴い、段床も改修して奥行きを拡張。
●イス幅の拡大に伴い、既存躯体とイスの緩衝部を改修し、補助段も増設。
●レイアウト替えによるイスの取付け工事では、配線ピットの位置を現場で
　徹底調査。
　イス取付け位置に合わせて、ピットを再敷設したほか、ピット抵触部は鋼板
　を介して別位置でイスを固定。
●床強度を補うためにケミカルアンカーを使用。
●車椅子席を新設。

市民の芸術鑑賞環境をより充実させる

ために、ゆったりとした座席で楽しめるよ

うにリニューアルを計画。また防衛省から

の補助金の対象にもなった。要望には

「席幅を広くし、前後もできる限り多く

取ってゆったりと」「ホールの全客席の更

新」「ホールのバリアフリー化を促進」

があげられた。

　イスを特注設計して、限られた前後間隔に対応。
●イス幅を、450㎜から510㎜に拡大。
　より広くし、隣り合う男女生徒が落ち着いて着座できるように肘を排除。
●最低600席以上確保するため、前後間隔は、最大限の750㎜に設定。
●前後間隔750㎜でも、有効スペースをできる限り確保するため、
　極薄の背もたれとフレームを特注設計。
●座り心地を損なわないよう、座にメッシュサスペンションを採用し、
　ダブルライジング機構も搭載。
●サンプルを製作し、実際の前後間隔とスロープ角度で、
　座り心地や間隔を検証。
●床強度は、穴をあけて実測。床のがたつきも検証。

　イスと床は、雰囲気を明るくするような色調に。
●床カーペットは高級感のある暖色系に、合わせてイスの張地色も変更。
　張地は、防災・防水・防汚タイプを採用。

仏教系の学校で、ホールは礼拝堂とし

て使用されてきた。老朽化したイスの改

修が必要となり、内装を含めて一新す

るために、全席の更新、カーペット張

替、カーテン取替が行われた。要望に

は「より幅広のイスを用意しつつ、最低

600席以上を確保」「礼拝堂として可

能な限り明るい雰囲

気に」があげられた。

兵庫県

加東市滝野文化会館 
大ホール
KATO CITY TAKINO CULTURE HALL
設計（リニューアル工事）：（株）内藤設計

京都府

京都文教中学校・高等学校 
礼拝堂（瑠璃殿）
KYOTO BUNKYO JUNIOR HIGH SCHOOL & 
SENIOR HIGH SCHOOL竣工：1983年　改修：2010年 竣工：1966年　改修：2011年

大ホール／ATS-1341DR特注品　404席 礼拝堂／ATS-DR特注品　612席

段床の奥行も改修

車イス席ホールの旧イス 礼拝堂の旧イス イスを特注設計

改修の背景・理由 SOLUTION 改修の背景・理由 SOLUTION

イス幅を大きく拡げ、前後間隔も拡張。ゆったりと快適な鑑賞空間に。 オリジナルのイスを設計し、限られたスペースで最大限の席数を確保。
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